第41回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　１．日　　時：2016.01.08（金）　13:30～15:00
　２．会　　場：小山市役所３階　大会議室
出 席 者：篠崎副委員長
山口、灰野、久米、石井、高橋、国分、柿崎、森戸（委員代理）（以上　計９名）

　３．議　　題：（１） 国庫補助事業に係る事業評価について

（２） 羽川線の路線再編について

（３） 間々田線バス停の統合について

（４） その他

４．報告事項：（１） デマンドバスの主要施設の追加について

（２） 市民病院への運行状況について

（３） デマンドバスの時刻表の見直しについて

（４） その他

■議事要旨

●開会・挨拶等
永井委員長が欠席のため、篠崎副委員長が議長を務めた。

●議　題

（１） 国庫補助事業に係る事業評価について

資料１-１、１-２に基づき、国庫補助事業に係る事業評価について以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答の後、了承された。

○資料１-１は新市民病院開設によるバス路線再編前の内容である。「地域の公共交通の現況」、「事業の目的・必要性」、「事業の概要」は前年度と同様である。

なお、以下のとおり資料の訂正があった。

○資料１-１のＰ２、「定量的な目標・効果」の「（目標）60人／日（デマンド型）」は、「62人／日（デマンド型）」に訂正をお願いします。
○資料１-１のＰ４、「大谷中央線」、「土塔平成通り線」の「⑤目標・効果達成状況」の評価「Ｂ」は「Ａ」に共に訂正をお願いします。
○資料１-１のＰ５デマンドバス「豊田地区」、「中・穂積地区」、「寒川・生井地区」の「⑤目標・効果達成状況」の現況登録者数の割合は順に、8.4％、10.8％、23.0％に訂正をお願いします。
［主な質疑応答］

（委員）資料１-１のＰ４の「桑絹地区」の「⑤目標・効果達成状況」の箇所で「0.1ポイント」とあるが、この単位は％とは異なるのか。
→（事務局）失礼しました。単位は％である。修正します。
（委員）資料１-１のＰ５のデマンドバス「豊田地区」、「中・穂積地区」、「寒川・生井地区」の「⑤目標・効果達成状況」の利用者目標はいずれも16.4人となっているが、これは正しいか。
→（事務局）３路線を合計して16.4人であるので、数値は合っている。この３路線については、運行範囲を西部地区としており、広範囲のため、西部地区の３地区ごとに１台デマンドバスがあるという状況である。つまり、利用者目標は３地区をまとめて集計した値であり、登録者数は３地区ごとに集計しているということである。
（委員）デマンドバスは、桑絹地区だけ分離しているということか。
→（事務局）以前は、桑地区、絹地区の２地区で分けていたが、桑地区を通っている羽川線のコミュニティバスの利用率が高いことと、羽川線を西に超えたデマンドバスの利用はあまりないこと、桑地区、絹地区の行き来で利用していただくことが一定数有ることが現状であったので、３年程前に２地区を合わせた方が有効であるとの結論になり、桑絹地区とするようになった。
（委員）別の事情や状況の違いにより、桑絹地区のデマンドバスの利用者数が少なく、目標値を達成できない状況が続くのであれば、目標値を変えることが必要だと思うがいかがか。

→（事務局）その地域の路線の有無や、各地域の人口密度の違いなどにより、デマンドバス利用者のバラツキが確かにある。昨年の会議でも目標値の設定の仕方を想定の範囲内にしたほうが良いとの指摘があったので、実情に合った目標設定と取り組みを今後の課題とさせていただきたいと思う。
（委員）「豊田地区」、「中・穂積地区」、「寒川・生井地区」の利用者数個別の集計はあるか。また、それぞれに利用者目標を設定しているか。
→（事務局）資料１-２のＰ４１にそれぞれの利用者数が掲載してあるが、それぞれに利用者目標は設定していない。
（委員）資料１-１のＰ５に、以上の必要な情報がわかるように整理の上、注記が必要だと思う。
→（事務局）ご指摘の通りである。利用者目標と登録者数の算出方法や根拠などが判断つくように訂正させていただきます。
（委員）また、該当箇所のＡＢＣの評価については各地区についての評価か、西部地区での評価かわからないので、整理して表現していただきたい。
→（事務局）精査して報告する。

（委員）資料１-２のＰ３６、小山駅東循環線の平成２７年の収支率は１００％とあるが、補助金は０円ということになるのか。
→（事務局）運行費については、１００％であり、運行費に対する補助金が０円ということである。但し、２００人程／月の高齢者や障がい者などの利用がある運賃割引や乗り継ぎサービスを含めると、収支はマイナスとなり、収支率は１００％ではなくなる。
（委員）収支率について、運行費のみ、運賃割引を含んだものなど、分けて表記し、わかりやすくした方が良い。

→（事務局）わかりました。
（２） 羽川線の路線再編について

資料２に基づき、羽川線の路線再編について以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答の後、了承された。

＜運行ルートと時刻表などについて＞
○桑市民交流センターの開設時間は8：30～17：15であるので、その時間帯に合わせた運行となる。

○羽川線の時刻表（案）の2、3便（8：00前）と、16、17、18、19便（18：00以降）は、迂回せず直進するルート（桑中学校北、桑市民交流センター前、大沼前を通らないルート）で運行する予定である。
○また、通過する桑絹商工会前と大沼前の２つのバス停については、現状ではあまり利用がないので、資料の時刻表（案）とした。

○事業者から、以前、通勤時間帯の満員状態のバスで、宇都宮線路線の下をくぐる斜路でバスのパワーが足りず、大変であったとの報告を受けたことを踏まえ調整をした結果、新ルートを通る便はバス内混雑が緩和された時間帯での運行をすることになり、資料の時刻表（案）とした。

○桑市民交流センターは、３月２８日（月）には業務を開始するとのことである。新ルートのバスの運行については、４月２、３日の桑市民交流センターでの祭りに合わせ、４月１日から開始する予定である。

＜停留所の設置位置について＞
○桑絹商工会前のバス停やその他２つのバス停の位置については、縁石を乗り越えずに乗降車できる場所とする。

○桑市民交流センターのバス停の位置については、敷地の中に入れると逆に危険があり、敷地外の道路沿いの方が安全だと考えている。

＜その他について＞
○新ルートについては、バスの車内に貼ってあり、住民の皆様から意見を伺うようにしてある。
○近隣施設の特別支援学校（栃木県立国分寺養護学校）の先生方には、資料の時刻表（案）について了承いただいており、新ルートの運行が開始されれば、生徒の通学時間は半減することになる。
○時刻表（案）については、利用者に配慮したダイヤを組む予定であり、若干の訂正があるかもしれないことをご了承願いたい。
［主な質疑応答］

＜桑市民交流センター前バス停と大沼前バス停の位置について＞
（委員）桑市民交流センター内にバス停を設置し、バスを敷地内に入れた方が安全だと思うがいかがか。

→（事務局）それについては考えたがバスの回転スペースが足りないと判断した。また、前面道路が拡幅してありスペース的に十分であるので、バス停付近に横断歩道を設置し、対応をしたいと考えている。

（委員）大沼前のバス停についても、駐車場敷地内にバス停を設置できると思うがいかがか。

（委員）前面道路の歩行者も多いこともあるので、大沼前のバス停は、駐車場敷地内にバス停を設置できると思うがいかがか。
（委員）バス車両の切り返しができれば可能であると思うがいかがか。
→（事務局）バスの運行ではバックをしないというのが前提である。先日、駐車場に車が何台か停まっている状況でバス停が敷地内に設置しても旋回であるか実験をしたところ、事業者としては、できないことはないが、駐車場の状況に左右されるので、バス停は道路側に設置する方が良いという判断をされた。

（委員）いくつか駐車場スペースを削れば解決できると思うので、課題として検討していただきたいと思っている。
→（事務局）敷地内にロータリーが設置できるかどうかについては早急に対応・検討していきたい。
＜その他について＞
（委員）地元の人達が納得し、わかりやすいようなバス停の名称になれば良いと考えている。
→（事務局）例として、バス停オーナー制度というものがあり、初年度年間５万円、以降年間３万円でオーナーになり、バス停名称を命名することができる。その他、バス停の看板や、車内看板でＰＲすることができ、メリットはあると思う。但し、できれば自治会名や公共的な建物名などの認知度が高いバス停名称を採用したいと思っている。
（委員）桑絹商工会が旧桑公民館に移設したいという要望をしているとのことだが、その状況についてはわかるか。

→（事務局）情報を確認し、対応できるようであれば対応したい。

（委員）桑市民交流センターの開所予定日はいつか。

→（事務局）開所予定は３月２８日である。

（委員）横断歩道の場所についてはよく考える必要があると思う。どこに設置する予定か。

→（事務局）桑市民交流センターの人達との話し合いもあったので、まだ警察には相談に行ってない。横断歩道設置に向け、取り急ぎ進めていきたい。

（委員）横断歩道設置についての手続きに時間がかかるので、その日程に間に合わせるよう早めに協議を願いたい。

（委員）懸案事項について早急に検討し、結論が出ましたら、委員に報告をお願いします。

（３） 間々田線バス停の統合について

資料３などに基づき、間々田線のバス停の統合について事務局より説明があり、質疑応答の後、了承された。
○事故の未然防止のため、小山総合公園バス停を、温水プール館前バス停に統合したいと考えている。
［主な質疑応答］

（委員）時刻表の変更はないか。
→（事務局）ありません。
（委員）この路線の利用者は多いか。
→（事務局）通常はさほど多くないが、総合公園などでのイベントや、施設内での協議会などがある場合は、見学者を含め小山駅からのバス利用がある。この路線のバス利用者には健常者率が高いこと、近くの小山聖園に行く人は温水プール館前バス停を利用していること、市道４０号線の交通量が多く、ロータリーへのバスの出入りは非常に危険な状況にあることなどを踏まえ、現在バス停がある小山総合公園バス停を温水プール館前バス停に統合したいと考えている。

（委員）羽川線の再編による運行開始日の４月１日に、こちらの路線再編も合わせるのか。
→（事務局）その予定である。
（委員）周知・ＰＲは行っているか。
→（事務局）会議で決まり次第、周知・ＰＲする予定である。

（４） その他

［主な質疑応答］

（委員）デマンドバスの運行で、商店を拠点とすることは可能か。
→（委員）タクシーとの関連性もあると思う。また、路線バスのバス停があれば良いが、どこを拠点にするかは難しい問題だと思う。
→（事務局）デマンドバスの場合、総合的なスーパーなど不特定多数の利用があり、公共性が高いという判断ができれば、主要施設として拠点にすることも可能である。もし、地域の多数の人がその商店街によく行くのであれば、状況次第で相談を受けたいと思う。但し、タクシー業者との協議が必要になってくる。
● 報告事項
事務局より以下の事項に基づき、資料のとおり説明があった。

（１）デマンドバスの主要施設の追加について

追加される主要施設は以下の２エリアの３箇所である。

○大谷中南部・間々田東部地区エリア　：「新市民病院」「美しが丘整骨院」
○桑・絹地区エリア　　　　　　　　　：「すぎのきクリニック」
（２）市民病院への運行状況について
○8：10小山駅西口発の新市民病院行きの便を利用するため、8：10より前に小山駅西口に着く市民病院線の便を追加してほしいという要望（H27.11.15若木町・花垣町・本郷町自治会合同説明会）についての方策は、路線再編後間もないことから、今後、運行状況の調査・分析などを行った上で、次回バス整備検討委員会で提案する。

（３）デマンドバス（大谷中南部・間々田東部地区エリア）の時刻表などの見直しについて

○現在７便である本路線の増便等の改善をしてほしいという要望についての方策は、路線再編後間もないことから、今後、運行状況の調査・分析などを行った上で、次回バス整備検討委員会で提案する。
（４）その他

［主な質疑応答］

＜（３）デマンドバス（大谷中南部・間々田東部地区エリア）の時刻表などの見直しについて＞

（委員）市民病院への７便（最終）は何時発になるのか。
→（事務局）16:50から17:30の運行である。今までは、この便の台数が少なく済んでいたが、一定数の利用者が見込まれるので、しばらく利用状況を見た後にその台数等を判断したい。
（委員）大谷中南部・間々田東部地区エリアのデマンドバスの8:00台の便検討とは、どういうことか。運行形態は、バスの台数を維持したままにするのか、増台するのかどちらか。
→（事務局）予算等を勘案し、事業者と相談の上判断していきたい。
（委員）わかりました。
（以　上）
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